
一
．�

成
長
率
は
世
界
的
金
融
危
機

発
生
以
前
の
水
準
に

　

イ
ン
ド
経
済
は
、
二
〇
〇
三
〜
〇
七

年
度
に
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
が
年
率
平

均
で
九
％
近
い
水
準
で
推
移
し
た
な
ど

順
調
な
経
済
成
長
が
注
目
さ
れ
た
が
、

製
造
業
の
生
産
の
伸
び
は
世
界
金
融
危

機
発
生
以
前
の
二
〇
〇
七
年
度
中
か
ら

低
下
し
始
め
て
い
た
。
需
要
面
で
も
、

景
気
の
先
行
指
標
と
も
い
え
る
粗
固
定

資
本
形
成
の
伸
び
率
は
二
〇
〇
七
年
度

後
半
か
ら
す
で
に
低
下
し
て
お
り
、
成

長
は
息
切
れ
し
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
こ
に

世
界
的
な
金
融
危
機
の
影
響
が
加
わ

り
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
二
〇
〇
七
年
度

の
九
・
三
％
か
ら
二
〇
〇
八
年
度
に
六
・

八
％
に
低
下
し
た
。
イ
ン
ド
経
済
は
一

九
九
七
年
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
時
に
は

ほ
と
ん
ど
影
響
を
受
け
な
か
っ
た
が
、

今
回
の
ア
メ
リ
カ
発
世
界
金
融
危
機
で

は
輸
出
鈍
化
と
資
本
流
出
に
見
舞
わ
れ

た
。
二
〇
〇
八
年
度
の
成
長
鈍
化
は
比

較
的
軽
微
に
と
ど
ま
っ
た
も
の
の
、
世

界
金
融
危
機
の
影
響
と
い
う
外
的
・
一

時
的
要
因
の
み
で
は
な
く
、
そ
れ
以
前

に
、
成
長
を
制
約
し
つ
つ
あ
っ
た
企
業

財
務
基
盤
の
脆
弱
性
、
イ
ン
フ
ラ
の
不

足
と
い
う
イ
ン
ド
経
済
の
抱
え
る
構
造

的
な
成
長
制
約
要
因
に
も
起
因
す
る
こ

と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
の
後
、
二
〇
〇
九
年
度
に
は
早
く

も
景
気
回
復
の
兆
し
が
現
れ
て
Ｇ
Ｄ
Ｐ

成
長
率
は
七
・
四
％
ま
で
復
調
し
、
二

〇
一
〇
年
度
に
は
八
・
六
％
に
達
し
た

と
の
見
込
み
で
あ
る
。
イ
ン
ド
経
済
が

景
気
後
退
か
ら
早
期
に
回
復
で
き
た
の

は
、
輸
出
依
存
度
（
輸
出
／
名
目
Ｇ
Ｄ

Ｐ
）
が
一
五
・
四
％
（
二
〇
〇
八
年
度
）

と
低
い
こ
と
に
加
え
、
金
融
・
財
政
政

策
に
よ
る
支
援
が
寄
与
し
た
た
め
で
あ

る
。
中
央
銀
行
で
あ
る
イ
ン
ド
準
備
銀

行
（
Ｒ
Ｂ
Ｉ
）
が
二
〇
〇
八
年
九
月
中

旬
に
金
融
緩
和
に
転
じ
た
の
に
続
き
、

政
府
は
二
〇
〇
八
年
一
二
月
か
ら
二
〇

〇
九
年
二
月
に
か
け
て
三
次
に
わ
た
り

計
一
兆
八
六
〇
〇
億
ル
ピ
ー
、
名
目
Ｇ

Ｄ
Ｐ
対
比
で
三
・
五
％
の
大
規
模
な
景

気
刺
激
策
を
実
施
し
た
。
ま
た
第
二
次

シ
ン
政
権
は
七
月
に
予
算
を
発
表
し
、

九
％
台
の
経
済
成
長
率
へ
の
早
期
復
帰

と
貧
困
層
の
生
活
水
準
改
善
を
目
標
に

掲
げ
た
。
成
長
の
回
復
に
向
け
た
政
策

と
し
て
は
物
流
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
や
農
業
・
輸
出
産
業
支

援
が
、
生
活
水
準
の
改
善
で
は
農
民
へ

の
三
年
間
に
わ
た
る
債
務
免
除
措
置
や

食
料
品
価
格
の
安
定
を
重
視
す
る
方
針

が
打
ち
出
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、
海
外

機
関
投
資
家
に
よ
る
証
券
投
資
が
二
〇

〇
八
年
度
の
一
五
〇
億
ド
ル
の
流
出
か

ら
二
〇
〇
九
年
度
上
期
に
は
一
五
三
億

ド
ル
の
流
入
に
転
じ
る
な
ど
、
国
外
か

ら
の
イ
ン
ド
へ
の
資
本
流
入
が
復
調
し

た
。
そ
う
し
た
資
金
を
得
て
二
〇
〇
九

年
度
に
入
っ
て
粗
資
本
形
成
の
伸
び
率

が
上
昇
に
向
か
っ
た
こ
と
も
、
景
気
の

復
調
を
支
え
る
要
因
と
な
っ
た
。

　

た
だ
し
、
二
〇
一
〇
年
度
に
見
込
ま

れ
て
い
る
八
・
六
％
と
い
う
実
質
Ｇ
Ｄ

Ｐ
成
長
率
の
水
準
を
今
後
と
も
維
持
す

る
う
え
で
重
要
な
鍵
と
な
る
製
造
業
の

見
通
し
は
不
確
か
で
あ
る
。
製
造
業
部

門
は
二
〇
〇
九
年
度
一
〇
〜
一
二
月
期

に
一
一
・
四
％
、
一
〜
三
月
期
に
一
六
・

三
％
と
い
う
高
い
伸
び
を
実
現
し
た

が
、
二
〇
一
〇
年
度
に
入
っ
て
か
ら
は

伸
び
率
が
目
立
っ
て
低
下
し
一
〇
〜
一

二
月
期
に
は
五
・
六
％
に
と
ど
ま
っ
た
。

二
．�

イ
ン
フ
レ
の
昂
進
と
金
融
調

節
の
難
し
さ

　

Ｒ
Ｂ
Ｉ
は
、
世
界
金
融
危
機
の
影
響

に
対
処
す
る
た
め
二
〇
〇
八
年
九
月
央

に
金
融
緩
和
に
政
策
ス
タ
ン
ス
を
転
換

し
、「
危
機
対
応
（m

anaging the 
crisis

）」
へ
の
姿
勢
を
明
確
に
し
た
が
、

景
気
の
回
復
傾
向
と
イ
ン
フ
レ
へ
の
懸

念
の
高
ま
り
か
ら
、
二
〇
〇
九
年
一
〇

月
に
は
早
く
も
「
景
気
回
復
対
応

（m
anaging the recovery

）」
に
注

力
し
た
金
融
引
き
締
め
政
策
に
転
じ
、

金
利
引
き
上
げ
を
相
次
い
で
実
施
し
て

い
る
。
景
気
が
比
較
的
早
期
に
回
復
し

た
と
は
い
え
、
経
済
成
長
へ
の
基
調
に

力
強
さ
が
十
分
で
な
い
こ
と
を
考
え
る

と
、
引
き
締
め
政
策
へ
の
転
換
は
早
す

ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
印
象
を
与

え
た
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
Ｒ
Ｂ
Ｉ
が
二
〇
〇

九
年
一
〇
月
と
い
う
早
い
段
階
で
引
き

締
め
に
転
じ
た
の
は
、
イ
ン
フ
レ
懸
念

が
持
続
・
拡
大
す
る
場
合
に
つ
ぎ
の
ス

テ
ッ
プ
と
し
て
実
施
す
る
政
策
金
利
の

引
き
上
げ
、
す
な
わ
ち
「
出
口
戦
略
」

イ
ン
ド
に
お
け
る
金
融
危
機
へ
の

対
応
と
二
極
化
す
る
影
響

島
根
良
枝
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へ
の
準
備
と
し
て
実
施
さ
れ
た
と
い
う

意
味
合
い
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

が
、
物
価
上
昇
に
よ
っ
て
貧
困
層
の
生

活
水
準
が
一
層
低
下
す
る
こ
と
を
看
過

で
き
な
い
と
い
う
事
情
も
見
逃
せ
な

い
。
す
な
わ
ち
、
金
融
当
局
が
物
価
上

昇
の
抑
制
を
優
先
し
た
の
は
、
政
府
が

志
向
す
る
「
包
摂
的
成
長
（Inclusive 

Grow
th

）」
政
策
と
整
合
的
で
あ
る
と

と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
包
摂
的
成

長
と
は
、
貧
困
層
や
農
村
を
含
む
よ
り

幅
広
い
所
得
階
層
・
地
域
を
成
長
プ
ロ

セ
ス
に
包
摂
し
よ
う
と
い
う
考
え
方
で

あ
り
、
さ
ら
に
大
き
く
み
れ
ば
、
世
界

的
な
開
発
戦
略
の
潮
流
が
、
構
造
調
整

に
よ
る
成
長
と
そ
こ
か
ら
の
ト
リ
ク
ル

ダ
ウ
ン
を
目
指
し
た
も
の
か
ら
、
貧
困

削
減
に
よ
り
直
接
的
に
取
り
組
も
う
と

す
る
も
の
へ
と
変
化
し
た
こ
と
に
呼
応

し
た
動
き
で
あ
る
。
該
当
す
る
政
策
や

予
算
、
時
期
を
明
確
に
特
定
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
が
、
二
〇
〇
三
年
に
国

民
民
主
連
合
（
Ｎ
Ｄ
Ａ
）
政
権
が
予
算

案
で
貧
困
撲
滅
を
含
む
最
重
点
を
五
つ

提
示
し
た
こ
と
が
嚆こ

う

矢し

で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
二
〇
〇
四
年
に
当
事
の
政

権
に
批
判
的
な
総
選
挙
結
果
が
出
さ
れ

第
一
次
シ
ン
政
権
が
成
立
す
る
と
、「
人

の
顔
を
持
つ
改
革
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ

ン
が
掲
げ
ら
れ
、
国
家
最
少
共
通
綱
領

（N
CM

P: N
ational Com

m
on M

ini-
m

um
 Program

）
な
ど
に
包
摂
的
成

長
を
目
指
し
た
内
容
が
盛
り
込
ま
れ

た
。
イ
ン
ド
経
済
社
会
に
お
い
て
は
、

包
摂
性
に
対
し
て
独
特
の
感
覚
が
あ

り
、
雇
用
者
、
大
企
業
、
政
府
に
対
す

る
不
信
感
が
根
強
い
な
か
、「
包
摂
的

成
長
」
は
政
治
的
な
支
持
を
集
め
る
う

え
で
効
果
的
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

　

二
〇
〇
八
年
度
以
降
の
物
価
動
向
に

お
い
て
は
食
料
価
格
の
上
昇
が
顕
著
で

あ
る
こ
と
か
ら
、「
食
料
イ
ン
フ
レ
」

と
呼
称
さ
れ
て
イ
ン
フ
レ
の
問
題
が
一

貫
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き

た
。
イ
ン
ド
で
は
栄
養
失
調
人
口
の
比

率
が
高
く
、
家
計
の
総
支
出
に
占
め
る

食
料
の
比
重
が
四
割
を
超
え
て
い
る
な

ど
、
食
料
価
格
の
上
昇
は
国
民
生
活
に

深
刻
な
打
撃
を
与
え
か
ね
な
い
問
題
で

あ
る
。
利
上
げ
は
、
貧
困
層
の
生
活
水

準
に
打
撃
を
与
え
る
物
価
上
昇
の
抑
制

を
優
先
し
た
選
択
で
あ
る
と
解
釈
で
き

る
。

　

イ
ン
フ
レ
へ
の
対
応
が
不
十
分
で
あ

れ
ば
、
数
億
人
に
上
る
貧
困
層
の
不
満

増
大
に
直
結
す
る
の
み
な
ら
ず
、
可
処

分
所
得
の
実
質
的
な
低
下
を
通
じ
て
需

要
面
か
ら
経
済
成
長
を
制
約
す
る
こ
と

に
な
る
。
と
は
い
え
、
ま
だ
景
気
の
自

律
的
回
復
力
が
弱
い
こ
と
を
踏
ま
え
れ

ば
、
拙せ

っ

速そ
く

な
金
利
の
引
き
上
げ
は
景
気

を
冷
や
す
懸
念
が
あ
る
ほ
か
、
金
利
上

昇
に
よ
っ
て
資
本
流
入
の
ペ
ー
ス
が
加

速
し
、
過
剰
流
動
性
の
増
大
を
通
じ
て

む
し
ろ
イ
ン
フ
レ
期
待
を
招
く
リ
ス
ク

も
あ
る
。
実
際
、
先
進
国
経
済
に
先
駆

け
て
イ
ン
ド
経
済
の
回
復
傾
向
が
鮮
明

に
な
る
な
か
で
、
国
内
金
利
の
上
昇
は

海
外
か
ら
の
資
本
流
入
加
速
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
九
年
度
の
純
資

本
流
入
は
五
三
四
億
ド
ル
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比

で
三
・
八
％
）
と
、
二
〇
〇
八
年
度
の

六
八
億
ド
ル
（
同
〇
・
五
％
）
か
ら
大

き
く
増
大
し
た
。
二
〇
一
〇
年
度
四
〜

九
月
期
の
純
資
本
流
入
は
、
前
年
度
同

期
の
二
三
〇
億
ド
ル
を
上
回
る
三
六
七

億
ド
ル
で
あ
り
、
二
〇
一
〇
年
度
通
年

で
は
さ
ら
に
資
本
流
入
が
加
速
す
る
見

通
し
で
あ
る
。
さ
ら
に
、イ
ン
ド
経
済
、

な
い
し
当
局
の
政
策
対
応
に
対
す
る
信

認
が
低
下
し
た
場
合
、
ま
た
は
物
価
上

昇
に
よ
る
実
質
金
利
の
低
下
や
資
本
流

入
に
よ
る
ル
ピ
ー
価
の
過
大
評
価
が
生

じ
た
場
合
に
は
、
資
本
が
一
気
に
流
出

す
る
リ
ス
ク
も
軽
視
で
き
な
い
。
金
融

政
策
運
営
の
舵
取
り
は
、
ま
す
ま
す
難

し
く
な
っ
て
い
る
。

　

他
方
、
財
政
赤
字
は
二
〇
〇
九
年
度

に
、中
央
政
府
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
六
・
八
％
、

州
政
府
が
同
三
・
四
％
に
達
し
た
見
込

み
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
政
府
が
発
行
し

て
石
油
企
業
に
無
償
交
付
す
る
石
油
債

券
な
ど
の
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
な
い

赤
字
分
を
含
め
る
と
、
財
政
赤
字
は
Ｇ

Ｄ
Ｐ
比
で
一
一
％
程
度
に
達
す
る
。
中

央
政
府
財
政
赤
字
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
、
二

〇
〇
四
年
に
財
政
責
任
法
が
制
定
さ
れ

て
赤
字
削
減
が
強
化
さ
れ
た
後
、
二
〇

〇
七
年
度
に
二
・
七
％
ま
で
削
減
さ
れ

た
が
、
二
〇
〇
八
年
度
に
は
景
気
刺
激

策
の
実
施
や
、
農
民
・
消
費
者
へ
の
支

援
策
な
ど
よ
っ
て
六
・
〇
％
に
拡
大
し

て
い
た
。
二
〇
〇
九
年
度
予
算
に
盛
り

込
ま
れ
た
農
民
へ
の
債
務
免
除
は
、
次

年
度
以
降
も
支
出
を
伴
う
も
の
で
あ

り
、
赤
字
拡
大
に
伴
っ
て
利
払
い
負
担

の
増
大
も
見
込
ま
れ
る
。
加
え
て
財
政

赤
字
の
一
層
の
拡
大
は
、
流
動
性
の
逼

迫
や
長
期
金
利
の
上
昇
と
、
民
間
投
資

の
ク
ラ
ウ
ド
・
ア
ウ
ト
に
つ
な
が
る
可

能
性
が
高
い
。
財
政
的
な
景
気
対
策
の

さ
ら
な
る
実
施
は
、
資
金
面
か
ら
も
実

効
性
の
面
か
ら
も
現
実
的
で
な
い
。

三
．
金
利
高
の
影
響
は
二
極
化

　

貧
困
層
へ
の
配
慮
か
ら
物
価
上
昇
抑

制
を
優
先
し
て
金
利
引
き
上
げ
が
実
施

さ
れ
た
と
い
う
色
彩
が
強
い
も
の
の
、

中
小
企
業
の
財
務
体
質
が
弱
い
な
か

で
、
金
利
引
き
上
げ
は
イ
ン
ド
の
雇
用

を
支
え
る
中
小
企
業
の
財
務
・
資
金
調

達
基
盤
を
さ
ら
に
脆
弱
な
も
の
と
し
て

い
る
。
二
〇
〇
八
年
度
に
大
き
く
悪
化

し
た
企
業
の
財
務
指
標
は
、
二
〇
〇
八

年
九
月
以
降
に
実
施
さ
れ
た
利
下
げ
の

効
果
と
二
〇
〇
九
年
度
に
入
っ
て
か
ら

の
景
気
の
持
ち
直
し
に
よ
り
、
全
体
と

し
て
み
れ
ば
二
〇
〇
九
年
度
前
期
に
改

19

インドにおける金融危機への対応と二極化する影響

アジ研ワールド・トレンドNo.189 （2011. 6）



善
し
た
も
の
の
、
大
企
業
に
お
い
て
は

金
利
負
担
が
低
下
す
る
と
と
も
に
利
益

率
が
高
ま
っ
た
反
面
、
中
小
企
業
に
お

い
て
は
金
利
負
担
が
大
幅
に
増
加
し
利

益
率
が
低
下
し
て
い
る（
表
1
）。ま
た
、

企
業
の
資
金
調
達
構
造
を
二
〇
〇
八
年

度
と
二
〇
〇
九
年
度
で
比
較
す
る
と
、

銀
行
貸
出
の
ウ
ェ
イ
ト
が
四
七
・
七
％

か
ら
三
九
・
二
％
に
低
下
し
た
一
方
、

銀
行
以
外
か
ら
の
資
金
調
達
の
ウ
ェ
イ

ト
は
国
内
資
金
が
二
八
・
一
％
か
ら
三

三
・
〇
％
に
、
ま
た
、
海
外
資
金
の
ウ
ェ

イ
ト
が
二
四
・
二
％
か
ら
二
七
・
八
％

に
そ
れ
ぞ
れ
上
昇
し
た
（
四
月
〜
翌
一

月
の
実
績
）。
以
上
か
ら
浮
か
び
上
が

る
の
は
、
大
企
業
が
相
対
的
に
金
利
の

低
い
海
外
資
金
を
活
用
し
て
利
益
を
確

保
し
た
一
方
、
中
小
企
業
が
資
金
コ
ス

ト
の
高
い
ノ
ン
バ
ン
ク
か
ら
の
資
金
調

達
に
シ
フ
ト
せ
ざ
る
を
え
ず
、
利
益
の

圧
迫
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
と
い
う

姿
で
あ
る
。
イ
ン
フ
レ
懸
念
の
継
続
に

よ
り
金
融
政
策
は
引
き
締
め
を
維
持
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
面
は
中
小
企
業

の
資
金
調
達
コ
ス
ト
高
の
是
正
が
困
難

な
状
況
が
続
く
と
懸
念
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
社
会
的
弱
者
へ
の
優
遇
措
置

と
し
て
政
策
的
優
先
セ
ク
タ
ー
へ
の
貸

出
が
義
務
つ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
政
策

的
優
先
セ
ク
タ
ー
の
内
部
に
お
い
て
、

よ
り
支
援
の
必
要
な
層
向
け
の
貸
出
が

縮
小
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
政
策

的
優
先
セ
ク
タ
ー
へ
の
貸
出
義
務
は
、

農
業
、
小
規
模
企
業
、
社
会
的
弱
者
、

輸
出
企
業
向
け
に
、
国
内
銀
行
は
純
銀

行
信
用
（N
BC: N

et Banking Cred-
it

）
の
四
〇
％
、外
国
銀
行
は
同
三
二
％

以
上
を
割
り
当
て
な
く
て
は
な
ら
な
ら

な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
優
先
セ
ク

タ
ー
の
内
訳
に
関
し
て
も
、
国
内
企
業

は
農
業
に
一
八
％
以
上
、
社
会
的
弱
者

に
一
〇
％
以
上
を
配
分
す
る
義
務
が
あ

り
、
外
国
銀
行
は
小
規
模
企
業
に
一

〇
％
以
上
、
輸
出
企
業
に
一
二
％
以
上

を
配
分
す
る
義
務
が
あ
る
。
こ
う
し
た

義
務
が
達
成
さ
れ
な
い
場
合
は
、
定
め

ら
れ
た
基
金
に
未
達
分
を
預
託
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

　

政
策
的
優
先
セ
ク
タ
ー
の
な
か
で
も

ウ
エ
イ
ト
の
大
き
い
農
業
と
小
規
模
企

業
に
つ
い
て
総
貸
出
額
に
占
め
る
比
率

を
み
る
と
、
い
ず
れ
も
長
期
的
に
は
低

下
し
た
が
、
農
業
は
九
〇
年
代
半
ば
以

降
に
ゆ
る
や
か
に
上
昇
し
て
い
る
（
図

1
）。
た
だ
し
、
表
2
か
ら
は
、
二
〇

〇
五
年
度
の
農
業
向
け
貸
出
の
内
訳
で

あ
り
、
世
帯
数
で
七
割
を
占
め
る
零
細

農
民
へ
の
貸
出
が
件
数
で
四
割
、
金
額

で
二
割
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
同
表
か
ら
は
時
系
列
的
な
変
化

は
不
明
で
あ
る
が
、
金
利
上
昇
す
る
な

か
で
、
あ
る
い
は
銀
行
経
営
の
健
全
性

に
対
す
る
要
求
が
厳
し
く
な
る
な
か

で
、
零
細
農
民
へ
の
貸
出
の
比
重
が
低

下
し
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。Planning Com

m
ission, G

ov-
ernm

ent of India

［2009

］
は
、
所

得
の
低
い
階
層
が
貸
出
を
受
け
て
い
る

の
は
も
っ
ぱ
ら
友
人
や
マ
ネ
ー
レ
ン

ダ
ー
と
い
っ
た
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
金
融

で
あ
り
、
所
得
の
低
い
層
は
銀
行
を
は

じ
め
と
す
る
フ
ォ
ー
マ
ル
金
融
に
ア
ク

セ
ス
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。
か
つ
て
は
銀
行
の
支
店
網
拡

充
に
お
い
て
農
村
部
が
重
視
さ
れ
て
き

た
が
、
一
九
九
〇
年
以
降
は
農
村
部
の

表1　売上高規模別にみた企業の財務指標
（4〜9月期、％）

売上高（億ルピー）
企業数

2009年度

売上高の比率

2009年度

利払費／粗利益 利払費／売上高 粗利益／売上高

2008年度 2009年度 2008年度 2009年度 2008年度 2009年度

〜2.5 579 0.3 98.0 168.1 6.8 10.2 7.0 6.1

2.5〜5.0 266 0.6 33.1 121.1 3.6 5.3 10.9 4.3

5.0〜10.0 299 1.3 31.5 39.6 4.1 4.8 13.1 12.1

10.0〜50.0 685 10.0 29.9 34.0 3.8 4.3 12.7 12.6

50.0〜100.0 225 9.8 26.8 28.6 3.3 4.0 12.4 13.9

100.0〜 287 78.0 17.9 15.6 2.6 2.5 14.5 16.0

全企業 2,341 100.0 20.3 18.9 2.8 2.9 14.0 15.3

（出所）Reserve Bank of India (2010), “Performance of Private Corporate Business Sector during First Half of 2009-10”より作成。

20.0
18.0
16.0
14.0
12.0
10.0
8.0
6.0
4.0
2.0
0.0 79 08

（％）

小規模企業向け農業向け
（年度）07060504030201009998979695949392919089888786858483828180

図1　総貸出に占める農業・小規模企業向け貸し出しの比率

（出所）インド準備銀行がウェッブサイト内で公開しているDatabase on Indian Economy。
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店
舗
数
は
増
加
し
て
お
ら
ず
、
貸
し
出

し
に
お
い
て
農
村
部
の
比
重
は
低
位
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
金
融
面
で
は
む
し

ろ
、
包
摂
性
が
低
下
し
て
い
る
と
危
惧

さ
れ
る
側
面
が
目
立
つ
。

四
．�
イ
ン
フ
ラ
投
資
へ
の
資
金
供

給
の
問
題

　

イ
ン
ド
で
も
よ
う
や
く
、
金
融
資
金

が
財
政
赤
字
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
直
接

的
・
間
接
的
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
と
い

う
状
況
が
様
変
わ
り
し
、
銀
行
お
よ
び

そ
の
他
金
融
機
関
部
門
が
民
間
企
業
部

門
へ
の
資
金
仲
介
を
強
化
し
つ
つ
あ

る
。
商
業
銀
行
の
預
金
と
貸
出
の
Ｇ
Ｄ

Ｐ
比
は
一
九
九
〇
年
代
半
ば
以
降
に
大

き
く
上
昇
し
、
預
金
に
対
す
る
貸
出
の

比
率
は
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
に
上
昇
に

転
じ
た
。

　

と
は
い
え
国
際
的
に
み
る
と
、
イ
ン

ド
に
お
け
る
銀
行
に
よ
る
民
間
貸
出
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
依
然
、
低
位
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
（
図
2
）。
と
り
わ
け
問
題
と

な
る
の
は
イ
ン
フ
ラ
投
資
へ
の
資
金
供

給
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
点
で
あ

る
。イ
ン
ド
で
も
対
外
商
業
借
入（ECB: 

External Com
m

ercial Borrow
ings

）

に
関
し
て
一
連
の
規
制
緩
和
措
置
が
打

ち
出
さ
れ
、
金
額
や
金
利
、
期
間
に
関

す
る
一
定

の
条
件
を

満
た
せ
ば

Ｒ
Ｂ
Ｉ
の

認
可
が
不

要
な
自
動

認
可（au-

tom
atic 

ro
u

te
）

で
の
借
り

入
れ
が
認

め
ら
れ
る

よ
う
に

な
っ
た
。

た
だ
し
、

自
動
認
可

の
認
め
ら

れ
る
主
体

は
企
業
法
の
対
象
企
業
に
限
ら
れ
て
お

り
、
銀
行
や
そ
の
他
金
融
機
関
は
含
ま

れ
て
い
な
い
。
銀
行
や
そ
の
他
金
融
機

関
の
海
外
か
ら
の
資
金
調
達
は
、Tier-

1 capital

の
二
五
％
か
一
〇
〇
万
ド
ル

の
い
ず
れ
か
大
き
い
方
が
上
限
と
さ
れ

て
お
り
、
銀
行
お
よ
び
そ
の
他
金
融
機

関
部
門
が
海
外
か
ら
資
金
を
調
達
し
、

イ
ン
フ
ラ
投
資
事
業
に
貸
し
出
す
と
い

う
形
で
の
資
金
供
給
が
制
約
さ
れ
て
い

る
。
不
動
産
市
場
に
お
け
る
投
機
的
な

投
資
を
誘
発
し
な
い
よ
う
留
意
す
る
必

要
は
あ
る
が
、
イ
ン
フ
ラ
不
足
が
ま
す

ま
す
深
刻
化
し
て
い
る
状
況
を
考
慮
す

る
と
、
銀
行
部
門
を
通
じ
た
海
外
資
金

調
達
を
イ
ン
フ
ラ
投
資
の
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
に
一
層
活
用
す
る
た
め
の
規
制
緩
和

が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

イ
ン
ド
経
済
の
持
続
的
成
長
の
た
め

に
は
、
成
長
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
で
あ
る

イ
ン
フ
ラ
不
足
を
解
消
し
つ
つ
、
よ
り

幅
広
い
層
を
巻
き
込
ん
だ
包
摂
的
成
長

を
実
現
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
稿
か
ら

明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
金
融
セ
ク

タ
ー
の
現
状
が
、
い
ず
れ
の
問
題
に
も

対
処
で
き
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
政
府
お
よ
び
金
融
当
局
は
、

Planning Com
m

ission, G
overn-

m
ent of India

［2009

］、Reserve 
Bank of India

［2011

］
な
ど
に
お

い
て
、
今
後
の
金
融
セ
ク
タ
ー
改
革
の

在
り
方
を
検
討
し
て
い
る
。
稿
を
改
め

て
、
諸
改
革
の
妥
当
性
と
進
捗
を
確
認

し
た
い
。

（
し
ま
ね　

よ
し
え
／
龍
谷
大
学
経
済
学

部
准
教
授
）
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表2　土地所有規模別の農民への貸出
Credit to farmers in FY2005 Landholdings in 

FY2002No. of farmers Credit to farmers

No. in mil. ％ Rs. Crore ％ No. in mil. ％

Marginal 5 40.5 16,823 21.5 71 70

Small 3.7 29.7 17,619 26.2 16 16

Medium-large 3.7 29.7 32,682 48.7 14 14

Total 12.3 100 67,124 100 101 100

（出所）Chandra [2010: Table 6].
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図2　銀行による民間貸出のGDP比―国際比較

（出所）Planning Commission, Government of India [2009: Chapter 4, Figure 1].
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